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▲美山中央公民館▲富岡公民館

● 第 4 回定例会 P2
● 常任委員会報告 P3 ～ P4
● 所管事務調査報告 P4 ～ P5
● 一般質問 P6 ～ P10
● 特別委員会報告 P10
● 議会報告並びに意見交換会 P11～ P13
● 議会活動日誌・第 1 回（3 月）定例会予定 P14

▲伊自良中央公民館

第
７
回
議
会
報
告
並
び
に
意
見
交
換
会

３
会
場
同
時
開
催（
令
和
２
年
１０
月
１７
日
）



◆議案の審議結果
【条例案件】	 6件
【予算案件】	 2件
【その他】	 2件
【意見書】	 1件
【報告案件】	 2件

令 和２年  第 4 回 定 例 会

11月30日～12月18日（19日間）

今回の議案	 13件　…

採
決
に
あ
た
っ
て
の
主
な
討
論

議
第

75
号

山
県
市
感
染
症
の
患
者
等
の
人
権

の
擁
護
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

賛
成
討
論

�

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
行
為
者
が
ど
う
思
っ
て
い

る
の
か
は
関
係
な
く
、
相
手
が
不
快
な
感
情
を

抱
け
ば
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
な
り
、広
義
に
は「
人

権
侵
害
」
を
意
味
し
て
い
る
。
例
え
ば
モ
ラ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
は
、
言
葉
・
態
度
な
ど
に
よ

り
陰
湿
に
繰
り
返
さ
れ
る
精
神
的
な
暴
力
や
嫌

が
ら
せ
を
指
す
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
お
こ
な
わ

れ
た
場
合
、被
害
者
が
精
神
疾
患
に
陥
っ
た
り
、

自
殺
に
至
る
事
態
と
な
る
場
合
が
あ
り
、
法
的

責
任
が
求
め
ら
れ
る
場
合
や
明
る
み
に
な
ら
な

い
ま
ま
終
わ
る
場
合
が
あ
る
。
条
例
制
定
と
と

も
に
早
急
な
対
策
実
施
を
求
め
、
賛
成
。

議
第

76
号

令
和
2
年
度
山
県
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
7
号
）

賛
成
討
論

　
中
山
間
地
域
等
支
払
交
付
金
に
つ
い
て
、
農

業
に
お
け
る
課
題
の
中
に
は
、
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
に
よ
る
農
地
の
維
持
が
あ
る
。
そ
ん
な

中
、
個
別
協
定
に
お
け
る
2
団
体
の
協
定
締
結

が
お
こ
な
わ
れ
た
。
今
後
の
農
業
に
は
、
集
落

協
定
か
ら
個
別
協
定
へ
移
行
す
る
こ
と
も
必
要

と
な
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
耕
作
放
棄
地
と

な
る
前
の
移
行
の
推
進
に
期
待
を
し
て
、賛
成
。

【条例案件】
議第 70号 山県市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第 71号 山県市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第 72号 山県市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第 73号 山県市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第 74号 延滞金の割合の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例について 可決（全会一致）

議第 75号 山県市感染症の患者等の人権の擁護に関する条例について 可決（全会一致）

【予算案件】
議第 76号 令和 2年度山県市一般会計補正予算（第 7号） 可決（全会一致）

議第 77号 令和 2年度山県市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号） 可決（全会一致）

【その他】
議第 78号 岐阜地域児童発達支援センター組合規約の変更に関する協議について 可決（全会一致）

議第 79号 指定管理者の指定について 可決（全会一致）

【意見書】
発議第 10号 防災・減災・国土強靱化対策の継続及び拡充を求める意見書について 可決（全会一致）

【報告案件】
報第 7号 専決処分の報告について －

報第 8号 専決処分の報告について －

　
た
と
え
ば
、
密
集
対
策

で
利
用
者
同
士
の
間
隔
を

最
低
で
も
1
メ
ー
ト
ル
あ
け

る
こ
と
や
密
閉
対
策
で
換
気

を
行
う
こ
と
、
密
接
対
策
で

ア
ク
リ
ル
板
の
設
置
、
衛
生

対
策
で
手
指
消
毒
、
ま
た

従
業
員
の
教
育
や
ポ
ス
タ
ー

で
の
呼
び
か
け
な
ど
が
あ

る
。
大
き
な
6
項
目
の
中

で
最
低
で
も
1
つ
は
行
う
と

い
う
こ
と
で
県
が
受
付
を
す

る
。
ま
た
、
業
種
ご
と
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
も
用
意
さ

れ
て
い
る
。

	

Q	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
支
援
給
付
金
給

付
事
業
で
、
事
業
者
が
申

請
の
際
に
誓
約
し
提
出
す
る

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
防
止
対
策
宣
言
書
」の

チ
ェ
ッ
ク
項
目
の
内
容
と
、

支
給
対
象
と
な
る
た
め
に
必

要
な
チ
ェ
ッ
ク
項
目
数
は
い

く
つ
か
。

	

A	

大
き
く
分
け
て
6
つ
の
項

目
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中

に
2
つ
か
ら
8
つ
の
チ
ェッ
ク

項
目
が
あ
る
。

【
議
第
76
号
】

令
和
2
年
度
山
県
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
7
号
）

予
算
案
件

主
な
質
疑

付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議

総
務
産
業
建
設
委
員
会

	

Q	

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

が
非
常
に
好
調
と
い
う
こ
と

だ
が
、
最
近
の
返
礼
品
で

好
評
な
も
の
に
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

	

A	

上
位
10
位
の
中
に
は
県

下
統
一の
返
礼
品
の
飛
騨
牛

や
市
内
工
業
製
品
の
シ
ャ

ワ
ー
ヘ
ッ
ド
、
農
産
物
で
は

濃
厚
卵
黄
も
み
じ
た
ま
ご
、

桜
尾
産
の
ハ
ツ
シ
モ
が
入
っ

て
い
る
。
昨
年
度
か
ら
返
礼

品
に
追
加
し
た
ク
ッ
キ
ン
グ

ペ
ー
パ
ー
も
10
位
以
内
に

入
っ
て
お
り
好
評
で
あ
る
。

▲クッキングペーパー

▲シャワーヘッド▲桜尾産ハツシモ ▲濃厚卵黄もみじたまご

　
採
決
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
第
74
号
、
議
第
76
号

及
び
議
第
79
号
は
全
会
一
致
で
、
原
案
ど
お
り
可
決
す

べ
き
と
決
定
し
た
。

厚
生
文
教
委
員
会

主
な
質
疑

【
議
第
76
号
】

令
和
2
年
度
山
県
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
7
号
）

予
算
案
件

	

Q	

学
校
給
食
安
定
供
給
補

助
金
に
つ
い
て
、
こ
の
時
期

ま
で
遅
れ
た
理
由
は
。

	

A	

休
校
が
前
も
っ
て
計
画
的

に
実
行
さ
れ
て
い
た
期
間
の

分
で
あ
る
が
、
各
市
町
村
の

動
向
を
み
な
が
ら
協
議
し
た

結
果
、こ
の
時
期
と
な
っ
た
。

	

A	

中
止
と
な
っ
た
行
事
は
、

4
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
6

月
の
学
校
開
放
清
掃
、
夏

休
み
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
、
10

月
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

11
月
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
。

　
そ
れ
ぞ
れ
主
催
の
団
体
が

コ
ロ
ナ
の
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
県
や
国
の
マ
ニュ
ア
ル

や
指
針
を
参
考
に
し
て
関
係

者
と
協
議
し
、
結
論
を
出

し
た
。

	

Q	

敬
老
会
中
止
に
伴
う
中

止
の
連
絡
は
。
ま
た
、
記

念
品
の
扱
い
と
減
額
の
理
由

は
。

	

A	

広
報
8
月
号
と
9
月
号

に
掲
載
し
た
市
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
中
で
中
止
の
案
内

を
し
た
。
記
念
品
は
例
年

ど
お
り
発
送
し
、
5
6
0

名
分
で
1
0
4
万
6
0
0
0

円
を
執
行
し
た
。

　
減
額
は
、
そ
の
他
の
経
費

を
全
額
減
額
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
。

	

Q	

花
咲
き
ホ
ー
ル
の
文
化

事
業
の
中
止
に
伴
い
、
減
額

対
象
と
な
っ
た
企
画
内
容

は
。
ま
た
、
中
止
と
な
っ
た

場
合
の
キ
ャ
ン
セ
ル
等
の
規

定
は
。

	

A	

主
に
、
9
月
の
演
劇
、

10
月
の
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
、

11
月
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
、

12
月
の
花
咲
き
コ
ン
サ
ー
ト

が
減
額
と
な
っ
た
。

　
キ
ャ
ン
セ
ル
の
規
定
は
な

い
た
め
、
事
前
打
ち
合
わ
せ

を
し
て
対
応
を
協
議
し
決

定
し
た
。

	

Q	

ス
ポ
ー
ツ
保
険
や
各
種
謝

礼
、
ラ
ジ
オ
体
操
保
険
料

の
減
額
に
つ
い
て
、
中
止
と

な
っ
た
行
事
と
そ
の
判
断
は

ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。

ラジオ体操会

▼行事の様子（昨年度）

春のウォーキング
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第
４
回
定
例
会

常
任
委
員
会
報
告



	

Q	
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

消
耗
品
費
の
内
訳
は
。

	

A	

国
県
補
助
の
1
カ
所
当

た
り
補
助
限
度
額
50
万
円

を
計
上
し
た
た
め
、
詳
細

な
内
訳
は
な
い
が
、
今
後
は

現
場
の
支
援
員
が
有
効
活

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

く
。

	

Q	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
と
し
て
公
用
車
を
購
入

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
活
用

方
法
は
。

	

A	

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
外
出
自

粛
な
ど
が
あ
る
中
で
、
保
健

師
に
よ
る
訪
問
業
務
が
増
え

て
い
る
。

　
保
健
師
が
積
極
的
に
関

わ
っ
て
継
続
的
に
訪
問
支
援

を
行
う
た
め
に
公
用
車
を

拡
充
す
る
。

採
決
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
第
74
号
か
ら
議
第
78
号

は
全
会
一
致
で
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
と
決
定
し

た
。可

決
さ
れ
た
意
見
書

第
4
回
定
例
会
で
は
、
総
務
産
業
建
設
委
員
会
か
ら

提
出
さ
れ
た
1
件
の
意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か

政
府
関
係
機
関
な
ど
へ
提
出
。

発
議
第
10
号

「
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靱
化
対
策
の 

継
続
及
び
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」

　
大
規
模
自
然
災
害
に
対
し
、
国
に
お
い
て
は「
防

災
・
減
災
・
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
3
か
年
緊
急
対

策
」を
策
定
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
期
限

が
令
和
2
年
度
末
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
起
こ
り
得
る
大
規
模
災
害
の
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
、
国
土
強
靱
化
を
一
層
推
進
す
る
た
め
に

は
、
十
分
な
予
算
確
保
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

3
か
年
緊
急
対
策
の
更
な
る
延
長
及
び
拡
充
、
並
び

に
そ
の
必
要
額
を
別
枠
で
確
保
す
る
こ
と
な
ど
を
強

く
要
望
す
る
。

所管事務調査報告
◆総務産業建設委員会【12月10日】� （文責　奥田　真也）

◆厚生文教委員会【12月11日】� （文責　寺町祥江・加藤裕章）

 体験農園「みとか」建設現場（小倉）
　令和3年2月14日に営業開始する、体験農園「みとか」。岐
阜県下最大級の規模である3.5ヘクタールの農園の魅力
を活用し、いちご・ブルーベリー・さつまいも・ぶどうがそれ
ぞれの季節にて年中収穫体験を楽しむことができる空間と
なる。

　Mitocafe&Market（カフェ・直売所）も併設され、ここで
は木の優しい香りに包まれた癒しの空間となる。
　「県内最大級の農園を核とした地域ブランドの創出」「交
流人口の拡大による賑わいの創出」「周辺施設との連携に
よる相乗効果の発揮」「新規就農者・既存農家の支援による
就農人口の拡大」により市の活性化が期待される。

 耐震性防火水槽設置工事（谷合）

　谷合グランド（旧美山北中学校）にマグニチュード7.9に対応できる耐震性の防火水槽100㎥を設置。
この容量であれば約50分程度、放水可能とのこと。この付近には防火水槽がなく、また住宅地は道幅が
狭く消防タンク車等の消防車両の通行が難しいことから設置する。火災時には防火水槽から消防ポンプ
車が吸水し、消防タンク車へ送水し、消防タンク車から複数のホースで消火を行うことが可能となる。

 保育園業務支援システム「コドモン」（みやま保育園）

 体育館空調設備工事（美山中学校）

　本市の保育園の現場では、保育業務の効率化、働き方改革に
ついての検討を行ってきた。今年のコロナ禍による休園を受け、
現場を交えた検討を集中的に実施し、保育業務支援システムの
早期導入を決定した。導入時期は8月と12月の2期に分け、本格
運用を開始した。保育士の労務負担の軽減と、保護者の利便性
の向上を図り、コロナ禍による行動制限などが懸念される中で
も、来園しなくても安全に情報のやり取りが可能となった。

　今年度事業で、高富・伊自良・美山の各中学校の体育館に
空調設備を整備することとなり、美山中学校の工事進捗状
況を確認した。災害時の避難所としての活用も考慮し、ガス
ヒートポンプエアコンを採用し、停電時もLPガスで自家発
電により稼働でき、壁にはコンセントを付け、携帯電話の充
電など電気機器の使用にも対応できるようにする。
　視察調査時は天井ファン
12機の工事中だったが、今年
度中に完成する予定。生徒
の熱中症対策と災害時にお
ける避難所機能の向上にも
つながり、安心して暮らせる
地域づくりに期待したい。

　現在、試験運用や一部
運用の業務内容もあり、
今後さらに活用の幅が広
がり、保育の現場の負担
軽減につながること、子
どもたちにとってより良
い保育環境を築く一助と
なることを期待する。

▼�県内公立保育園では初導入となる�
保育業務支援システム「コドモン」
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 A   法的には可能だが保育士確保の課題あり
 Q-❶  広域的な未満児保育は可能か

 A   令和 3 年度からの 3 カ年は施設整備見送り
 Q-❷  低所得型老人ホーム開設についてその後の方針は

９
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
を
問
う

  

Q-

❶ 

働
く
保
護
者
に
と
っ

て
、
勤
務
先
に
近
い
保
育
園

等
に
子
ど
も
を
預
け
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
安
心
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に

も
、
広
域
的
な
未
満
児
保
育

は
で
き
な
い
か
。

 

A 

法
令
上
は
広
域
的
な
未
満

児
保
育
も
可
能
で
あ
る
が
、

ど
こ
の
自
治
体
も
保
育
士
確

保
に
苦
慮
し
て
お
り
、
特
に

未
満
児
保
育
を
対
象
と
し
た

受
入
は
困
難
な
実
情
に
あ

る
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
需
要

は
今
後
も
当
面
は
増
え
て
い

く
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ま

ず
は
本
市
が
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
適
正
な
保
育
士
確
保

に
努
め
て
い
く
。

　
同
時
に
、
特
に
3
歳
未
満

児
を
対
象
と
し
た
小
規
模
な

保
育
事
業「
地
域
型
保
育
」等

に
お
い
て
、
官
民
連
携
し
て

推
進
し
、
そ
の
上
で
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
近
隣
自
治
体
と

の
連
携
を
推
進
し
て
い
く
。

  

Q-

❷ 

低
所
得
型
老
人
ホ
ー
ム

の
開
設
に
つ
い
て
、
令
和
2

年
第
3
回
定
例
会
で
は
、
高

齢
者
福
祉
計
画
策
定
委
員
会

で
市
に
ど
の
よ
う
な
施
設
が

必
要
か
検
討
し
て
い
く
と
い

う
答
弁
だ
っ
た
が
、
そ
の
後

ど
の
よ
う
な
方
針
が
出
た
の

か
。

 

A 

第
8
期
高
齢
者
福
祉
計
画

策
定
委
員
会
で
、
高
齢
者
が

入
所
す
る
福
祉
施
設
の
整
備

計
画
に
つ
い
て
議
論
し
た
結

果
、
低
所
得
者
向
け
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が

あ
っ
た
が
、
本
市
は
他
市
町

村
に
比
べ
て
比
較
的
入
所
し

や
す
い
状
況
な
ど
か
ら
、
第

8
期（
令
和
3
年
度
～
令
和

5
年
度
）で
は
見
送
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢

者
と
な
る
第
9
期
以
降
は
必

要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
が
、
国
の
方
針
や
市
の

現
状
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
も

含
め
て
状
況
の
変
化
に
合
わ

せ
た
対
策
を
う
つ
必
要
が
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。

 

Q 

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
事
業

者
支
援
と
歳
入
確
保
対
策
、

関
係
人
口（
山
県
市
の
フ
ァ

ン
づ
く
り
）の
増
加
な
ど

様
々
な
側
面
が
あ
り
、
費
用

対
効
果
は
大
き
い
と
考
え
る

が
、
今
後
の
取
組
み
は
。

 

A 

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に

つ
い
て
、
今
後
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
を
乗
り
切
る
た
め

の
貴
重
な
財
源
、
返
礼
品
の

掘
り
起
こ
し
等
を
通
じ
た
事

業
者
へ
の
支
援
策
の
一
つ
に

位
置
づ
け
、
さ
ら
な
る
寄
附

額
の
増
加
に
向
け
、
取
組
み

を
進
め
る
。

　
具
体
的
に
は
、
肉
と
野
菜

と
い
っ
た
コ
ラ
ボ
商
品
や
定

期
便
、
期
間
限
定
商
品
の
ほ

か
、
体
験
農
場
の
入
場
券
な

ど
、
関
係
人
口
の
増
加
も
視

点
に
加
え
、
魅
力
あ
る
返
礼

品
の
増
加
に
向
け
、
事
業
者

へ
働
き
か
け
を
行
う
。ま
た
、

返
礼
品
の
写
真
画
像
の
改
善

な
ど
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

充
実
を
図
る
。

　
さ
ら
に
、
リ
ピ
ー
タ
ー
確

保
に
向
け
、
前
年
度
に
寄
附

を
い
た
だ
い
た
方
へ
の
お
礼

状
の
送
付
や
、
新
た
な
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
等
に
取
り

組
む
。

 

Q 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
専

門
的
な
人
材
や
組
織
体
制
を

整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

 

A 

来
年
度
の
組
織
・
人
事
を

検
討
す
る
中
で
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
核
に
市
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
専
任
組

織
の
設
置
を
検
討
す
る
ほ

か
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
手

が
け
る
企
業
か
ら
定
期
的
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
る

仕
組
み
を
併
せ
て
検
討
す

る
。

加藤　裕章 議員

一
般
質
問
令
和
２
年

第
４
回
定
例
会

  

Q-

❶ 

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
・

評
価
は
。

 

A 

計
画
で
は
施
設
の
統
廃
合

等
に
よ
り
、
公
共
施
設
の
延

床
面
積
を
20
％
削
減
す
る
と

の
目
標
を
設
定
し
て
い
る

が
、達
成
率
は
0.4
％
で
あ
る
。

休
廃
止
し
た
施
設
に
つ
い
て

は
、
時
機
を
逸
す
る
こ
と
な

く
売
却
で
き
る
よ
う
努
め

る
。

　
な
お
、
取
組
み
に
あ
た
っ

て
は
一
律
削
減
で
は
な
く
、

利
用
者
の
声
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

  

Q-

❶ 

議
会
や
市
民
へ
、
進
捗

状
況
や
今
後
の
方
針
を
含
め

た
報
告
を
。　

 

A 

年
度
末
に
は
進
捗
状
況
等

を
報
告
す
る
。

  

Q-

❶ 

来
年
度
統
合
予
定
と
さ

れ
て
い
る
伊
自
良
中
央
公
民

館
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

伊
自
良
支
所
に
つ
い
て
、
今

後
の
方
針
は
。

 

A 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
ど

の
世
代
で
も
利
用
で
き
る
施

設
に
変
更
し
、
中
央
公
民
館

と
支
所
機
能
を
移
転
・
統
合

す
る
方
向
で
進
め
て
い
く
。

統
合
に
あ
た
っ
て
は
、
単
な

る
統
合
で
は
な
く
、
健
康
・

子
育
て
相
談
や
多
世
代
が
交

流
す
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
伊

自
良
地
域
の
市
民
の
集
い
の

場
と
な
る
よ
う
、
新
た
な
機

能
を
備
え
た
施
設
と
し
て
い

く
。

  

Q-

❷ 

自
助
・
共
助
に
よ
る
防

災
・
減
災
の
意
識
づ
け
と
取

組
み
は
。

 

A 

災
害
対
策
は「
待
っ
た
な

し
」で
あ
り
、
シ
リ
ー
ズ
で

開
催
す
る
防
災
講
座
や
今
年

度
更
新
す
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
周
知
も
兼
ね
た
災
害
図

上
訓
練
、
住
民
参
加
型
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
た
総
合

防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
、
引

き
続
き
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み

を
通
じ
て
自
助
・
共
助
を
推

進
し
て
い
く
。

  

Q-

❷ 

地
区
防
災
計
画
作
成
の

更
な
る
推
進
を
。

 

A 

計
画
策
定
に
向
け
、
広
報

紙
や
自
治
会
連
合
会
会
議
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通

じ
て
働
き
か
け
を
行
う
。

　
ま
た
、
計
画
策
定
に
向
け

た
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
、
防
災
士
の
協
力
も
得
な

が
ら
、
各
自
が
避
難
の
タ
イ

ミ
ン
グ
や
避
難
場
所
ま
で
の

経
路
を
考
え
作
成
す
る
、「
災

害
・
避
難
カ
ー
ド
」の
普
及

に
も
努
め
て
い
く
。

  

Q-

❶ 

岐
阜
県
内
で
初
と
な
る

通
年
議
会
を
発
信
・
運
用
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

 

A 

通
年
議
会
の
導
入
に
つ
い

て
、
他
自
治
体
で
の
議
論
を

見
る
と
、
十
分
な
審
査
期
間

が
確
保
さ
れ
、
政
策
立
案
や

監
視
機
能
等
、
議
会
の
機
能

強
化
が
図
ら
れ
る
と
い
っ
た

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
執

行
部
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
拘

束
し
、
行
政
事
務
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
等

の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
山
県
市
議
会
で
は

昨
年
、
既
に
導
入
さ
れ
て
い

る
長
野
県
軽
井
沢
町
へ
の
視

察
も
行
わ
れ
た
が
、
通
年
議

会
を
導
入
す
る
意
義
は
何
よ

り
も
議
会
の
活
性
化
に
あ

り
、
ま
ず
は
議
会
に
お
い
て

十
分
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

  

Q-

❷ 

鳥
獣
害
対
策
の
先
進
事

例
の
調
査
や
狩
猟
免
許
取
得

助
成
の
Ｐ
Ｒ
は
。

 

A 

多
発
す
る
鳥
獣
害
対
策
の

解
決
策
を
探
る
た
め
、
近
隣

市
町
の
捕
獲
資
機
材
や
手
段

の
視
察
を
行
っ
て
い
る
が
、

な
か
な
か
有
効
な
手
立
て
が

見
つ
か
ら
な
い
状
況
で
あ

る
。
効
果
的
な
も
の
が
見
つ

か
れ
ば
是
非
取
り
入
れ
て
、

そ
の
手
段
に
対
す
る
補
助
・

助
成
も
視
野
に
入
れ
て
検
討

し
て
い
く
。

　

狩
猟
免
許
取
得
助
成
は
、

現
在
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
が
、
更
に

多
く
の
市
民
が
狩
猟
免
許
を

取
得
し
猟
友
会
に
加
入
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
広
報
紙

に
も
掲
載
し
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
。

  

Q-

❸ 

安
全
・
安
心
に
寄
与
す

る
岐
阜
県
警
察
防
犯
ア
プ
リ

を
市
民
に
広
く
周
知
す
る
こ

と
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

 

A 

市
民
を
犯
罪
か
ら
守
る
に

は
、
防
犯
に
役
立
つ
情
報
を

い
か
に
効
果
的
に
提
供
す
る

か
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
防

犯
ア
プ
リ
は
、
犯
罪
発
生
場

所
に
関
す
る
情
報
を
入
手
で

き
る
ほ
か
、
事
前
登
録
し
た

ア
ド
レ
ス
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
メ
ー

ル
発
信
で
き
る
機
能
も
備
え

て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

市
民
一
人
一
人
の
防
犯
対
策

に
も
役
立
つ
も
の
と
考
え

る
。
市
と
し
て
も
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
山
県
警
察

署
と
も
連
携
し
、
自
治
会
連

合
会
会
議
の
場
な
ど
で
チ
ラ

シ
を
配
布
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
市
民

へ
周
知
を
図
っ
て
い
く
。
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Q 

市
管
理
道
路
河
川
等
の
維

持
管
理
水
準
の
低
下
が
目
立

つ
。
以
下
の
点
に
つ
い
て
考

え
は
。

⒈�　
道
路
河
川
等
の
草
刈
り

の
遅
れ
と
、
河
川
の
倒
木

の
処
理
。

⒉�　
消
え
た
ま
ま
の
道
路
ラ

イ
ン
や
高
富
小
学
校
周
辺

の
時
速
30
㎞
規
制
の
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
表
示
の
引

き
直
し
。

⒊�　
建
設
当
時
の
ま
ま
未
清

掃
の
大
型
排
水
溝
。

⒋�　
本
町
通
り
等
で
速
度
抑

制
に
つ
な
が
る
物
理
的

※
ハ
ン
プ
の
新
た
な
設
置
。

⒌�　
岐
北
厚
生
病
院
北
側
の

市
道
で
ハ
ン
プ
の
設
置
も

考
慮
し
た
時
速
30
㎞
規
制

ゾ
ー
ン
の
設
置
。

 

A ⒈�　
堤
防
は
河
川
管
理
施
設

で
あ
り
、
草
刈
り
は
、
堤

防
に
変
状
や
、
損
傷
等
が

な
い
か
点
検
す
る
こ
と
を

目
的
に
岐
阜
県
と
実
施
し

て
い
る
。
今
後
は
、
台
風

シ
ー
ズ
ン
前
に
は
完
了
す

る
よ
う
に
実
施
す
る
。

　

�　
市
管
理
河
川
の
倒
木
の

処
理
は
、
河
川
の
流
れ
に

支
障
を
及
ぼ
す
倒
木
は
撤

去
等
の
対
応
を
行
う
。

⒉�　
地
元
か
ら
の
要
望
で
優

先
順
位
を
付
け
、
順
次
区

画
線
の
修
繕
を
行
っ
て
い

る
。

　

�　

ラ
イ
ン
や
30
㎞
規
制

ゾ
ー
ン
は
、交
通
安
全
上
必

要
で
あ
る
た
め
、パ
ト
ロ
ー

ル
時
に
確
認
を
行
い
計
画

的
に
対
応
を
し
て
い
く
。

⒊�　
現
在
も
大
型
排
水
溝
の

浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

は
、
土
砂
の
堆
積

状
況
に
よ
り
対
応
を
し
て

い
る
が
、
大
型
の
有
蓋
側

溝
に
つ
い
て
も
状
況
を
確

認
し
必
要
に
応
じ
浚
渫
を

行
っ
て
い
く
。

⒋�　
ハ
ン
プ
の
設
置
は
、
道

路
構
造
上
問
題
な
い
こ
と

か
ら
必
要
な
い
と
考
え
る
。

⒌�　
岐
北
厚
生
病
院
北
側
市

道
の
車
両
運
転
の
際
に
は

日
頃
か
ら
細
心
の
注
意
を

心
が
け
通
行
さ
れ
て
い
る

と
考
え
る
た
め
、
現
時
点

で
は
提
案
の
規
制
等
は
考

え
て
い
な
い
。

　

�　
な
お
、
当
該
路
線
は
道

路
改
良
事
業
を
行
う
予
定

で
あ
り
、
そ
の
際
に
は
歩

行
者
等
が
安
全
に
通
行
で

き
る
道
路
と
な
る
よ
う
に

努
め
る
。

 

Q 

今
年
度
中
に
本
市
の
小
中

学
校
す
べ
て
の
児
童
・
生
徒

一
人
一
人
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
配
付
す
る
と
聞
い
て
い

る
。
こ
れ
は
持
続
可
能
な
開

発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
17
の
目
標

の
ナ
ン
バ
ー
4「
質
の
高
い

教
育
を
み
ん
な
に
」に
繋
が

る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
新
聞
に
よ
る
と
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
す

る
こ
と
で
授
業
の
可
能
性
は

大
き
く
広
が
っ
た
と
い
う
意

見
も
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
の

進
捗
状
況
は
。

 

A 

児
童
生
徒
の
学
習
用
パ
ソ

コ
ン
一
人
1
台
の
配
備
を
め

ざ
す
、
国
の「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
」を
受
け
、
本

市
で
も
全
児
童
生
徒
に
一
人

1
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導

入
を
進
め
て
き
た
。

　
そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
、
8
月
6
日
に
納
入
業
者

と
の
契
約
を
終
え
、
一
定
数

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
確
保

さ
れ
た
段
階
で
、
ま
ず
教
職

員
へ
、
次
に
各
校
の
学
年
の

高
い
順
か
ら
随
時
配
付
す
る

方
針
と
し
た
。

　
現
時
点
で
は
11
月
末
ま
で

に
5
9
0
台
を
配
付
し
、

12
月
に
6
9
4
台
、
1
月
に

7
2
6
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
配
付
を
計
画
し
て
い

る
。

　
併
せ
て
、
児
童
生
徒
及
び

教
職
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
ス
ム
ー
ズ
に
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
山
県

市
立
小
中
学
校
版「
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
活
用
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」を
作
成
す
る
と
と

も
に
、
教
職
員
が
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
授
業
に
お
い
て
効

果
的
に
活
用
す
る
た
め
に
、

全
小
中
学
校
の
情
報
教
育
担

当
者
へ
の
研
修
会
を
2
回
実

施
し
て
き
た
。

田中�辰典 議員

 A  タブレット端末は 1 月末までに配付完了予定
 Q   タブレット端末導入の進捗状況は

 A  緊急性や優先度を考慮して維持管理していく
 Q   身近な生活道路等で良好な維持管理を

郷　明夫 議員

  

Q-

❶ 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
市

内
3
カ
所
の
公
立
図
書
館
の

貸
し
出
し
冊
数
や
利
用
者
数

が
減
っ
て
い
る
。「
新
し
い

生
活
様
式
」に
対
応
す
る
た

め
、
図
書
館
へ
行
く
こ
と
な

く
、
電
子
書
籍
に
よ
り
24
時

間・3
6
5
日
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
か
ら
で
も
無
料
で
借
り

ら
れ
る
電
子
図
書
館
の
導
入

の
考
え
は
。

 

A 

電
子
図
書
館
は
県
内
で
は

県
立
図
書
館
及
び
大
垣
、関
、

各
務
原
の
市
立
図
書
館
で
導

入
さ
れ
て
い
る
。
電
子
書
籍

の
貸
出
に
は
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
現
在
、
民
間
レ

ベ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
利

用
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　
現
状
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約

の
で
き
る
電
子
書
籍
の
コ
ン

テ
ン
ツ
が
少
な
い
こ
と
や
ラ

イ
セ
ン
ス
契
約
に
係
る
費
用

が
大
き
い
こ
と
な
ど
の
課
題

に
つ
い
て
、具
体
的
に
調
査・

研
究
し
、
併
せ
て
、
暮
ら
し

の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
や
デ
ジ
タ
ル
化

の
進
行
も
十
分
に
捉
え
な
が

ら
、
住
民
に
と
っ
て
良
質
な

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
く
。

  

Q-

❷ 

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
適

切
な
時
期
に
受
け
る
各
種
予

防
接
種
を
控
え
た
場
合
の
定

期
接
種
期
限
延
長
の
考
え

は
。

 

A 

各
種
予
防
接
種
は
適
切
な

時
期
に
実
施
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
本
市
で
は
今
の

と
こ
ろ「
コ
ロ
ナ
自
粛
」の
状

況
は
見
当
た
ら
な
い
た
め
、

制
度
的
に
期
限
延
長
す
る
予

定
は
な
い
。

  

Q-

❷ 

風
し
ん
の
予
防
接
種
を

公
的
に
受
け
る
機
会
が
な

か
っ
た
対
象
者
へ
、
感
染
拡

大
の
終
息
を
目
指
す
公
費
負

担
の
抗
体
検
査
・
予
防
接
種

の
今
後
の
取
組
み
の
強
化

は
。

 

A 

風
し
ん
予
防
接
種
は
、
妊

婦
の
感
染
防
止
と
し
て
極
め

て
重
要
で
あ
る
が
、
昨
年
度

始
ま
っ
た「
国
の
追
加
対
策
」

の
進
捗
度
は
、
全
国
の
動
向

と
同
様
、
本
市
も
進
ん
で
い

な
い
。

　
そ
こ
で
、2
月
4
日
の「
風

し
ん
の
日
」等
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
必
要
性
等
を
市
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
啓

発
し
て
い
く
。

  

Q-

❶ 

ニ
ホ
ン
ザ
ル
被
害
の
対

策
は
防
止
柵
か
ら
駆
除
へ
転

換
し
て
い
る
。
い
か
に
サ
ル

と
共
存
す
る
か
が
課
題
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
個
体
数
調

整
の
市
の
方
策
は
。

 

A 

サ
ル
は
個
体
数
を
減
少
さ

せ
る
こ
と
が
大
命
題
で
あ
る

が
、
猟
友
会
で
も
多
量
捕
獲

が
難
し
い
現
状
に
あ
る
。
同

じ
よ
う
に
サ
ル
被
害
が
多
発

す
る
近
隣
市
町
の
有
害
鳥
獣

被
害
対
策
の
状
況
を
確
認
し

個
体
数
調
整
の
方
策
を
定
め

た
い
。

  

Q-

❶ 

里
山
林
整
備
に
つ
い

て
、
岐
阜
県
の
清
流
の
国
森

林
環
境
税
を
活
用
し
た
里
山

林
整
備
事
業
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
捕
獲
の
実
績
や

計
画
、
市
民
の
被
害
報
告
を

も
と
に
市
の
全
体
計
画
の
み

え
る
化
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
そ
の
場
合
、
所
有
者

不
明
森
林
の
扱
い
は
。

 

A 

現
在
進
め
て
い
る
里
山
林

整
備
事
業
で
所
有
者
不
明
に

よ
り
事
業
が
実
施
で
き
な

か
っ
た
例
は
な
い
が
、今
後
、

山
県
市
森
林
整
備
計
画
で
示

す
森
林
配
置
計
画
で
市
独
自

に
林
縁
部
を「
生
活
保
全
林
」

に
定
め
、地
域
の
要
望
を
勘
案

し
な
が
ら
順
次
、里
山
林
整
備

事
業
を
す
す
め
て
い
く
。

  

Q-

❷ 

人
口
の
少
な
い
山
県
市

で
は
、一
斉
健
診
で
は
な
く
、

障
害
が
見
つ
か
っ
た
時
点
で

フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
行
っ
て
い

る
。
フ
ォ
ロ
ー
体
制
が
ど
れ

程
行
き
届
い
て
い
る
か
。
ま

た
、
市
外
通
園
児
の
情
報
収

集
は
。

 

A 

3
歳
児
健
診
で
の
要
観
察

率
は
、
近
隣
他
市
が
1
～
2

割
で
あ
る
中
、
本
市
は
6
割

程
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
規

模
の
小
さ
い
市
だ
か
ら
こ

そ
、
正
職
の
保
健
師
が
悉し

っ
皆か

い

で
乳
幼
児
訪
問
を
し
、
き
め

細
か
い
追
跡
サ
ポ
ー
ト
に
努

め
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と

は
、
市
外
の
通
園
児
に
限
ら

ず
、在
宅
児
も
同
様
で
あ
る
。

  

Q-

❷ 

5
歳
児
時
点
の
視
力
測

定
の
状
況
は
。

 

A 

年
齢
を
区
切
る
こ
と
の
な

い
フ
ォ
ロ
ー
に
努
め
て
お

り
、
5
歳
児
の
視
力
測
定
は

実
施
し
て
い
な
い
。

  

Q-

❷ 

保
護
者
が
子
ど
も
の
発

達
障
害
に
気
づ
い
て
い
な
い

場
合
や
納
得
し
て
い
な
い
場

合
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
は
。

 

A 

当
該
乳
幼
児
の
将
来
の
た

め
に
、
保
健
師
が
時
間
を
か

け
て
説
明
す
る
よ
う
に
心
掛

け
て
い
る
。

加藤�義信 議員

 A   デジタル化の進行等を捉え、具体的に調査・研究していく
 Q-❶  コロナ禍において図書館機能の充実を

 A   適切時期での予防接種の必要性を啓発していく
 Q-❷  コロナ禍での命を守る予防接種の方法は

※
ハ
ン
プ
と
は

車
両
の
速
度
抑
制
の
た
め
、
道
路
上

に
設
け
た
凸
部
の
こ
と
。

操　知子 議員

 A   個体数調整と里山林整備で対策
 Q-❶  市の有害鳥獣被害対策（ニホンザル）は

 A   5 歳児健診手法は未確立、年児にこだわらないフォロー
 Q-❷  5 歳児健診の導入を

▲導入するタブレット端末と授業で活用する様子
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Q-

❶ 

美
山
全
域
の
デ
マ
ン
ド

ワ
ゴ
ン
、
市
内
巡
回
線
、
岐

大
病
院
線
の
計
画
で
、「
住

民
説
明
会
」以
降
の
運
行
計

画
、
運
賃
改
正
な
ど
の
変
更

点
は
何
か
。

 

A 

運
行
計
画
の
変
更
点
は
、

ハ
ー
バ
ス
伊
自
良
線
で
は
第

1
便
を
岐
北
厚
生
病
院
経
由

に
し
た
こ
と
や
、
ハ
ー
バ
ス

岐
大
病
院
線
と
の
交
通
結
節

点
と
な
る
ハ
リ
ヨ
公
園
に
新

た
に
バ
ス
停
を
設
置
す
る
こ

と
で
あ
る
。
美
山
地
域
の
北

山
地
区
と
谷
合
地
区
を
デ
マ

ン
ド
型
交
通
に
変
更
す
る
こ

と
に
は
、
住
民
説
明
会
で
強

い
反
対
意
向
が
あ
っ
た
た

め
、
北
山
地
区
か
ら
山
県
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
を
結
ぶ

路
線
を
定
時
定
路
線
と
し

た
。

　

運
賃
改
正
の
変
更
点
は
、

初
乗
り
運
賃
の
改
定
・
後
期

高
齢
者
の
無
料
の
見
直
し
・

高
校
生
の
定
期
割
引
等
の
新

設
を
検
討
し
て
い
た
が
、
今

回
は
現
行
の
運
賃
体
系
を
維

持
し
、
特
に
変
更
は
行
わ
な

い
こ
と
と
し
た
。

  

Q-

❷ 

県
が
完
成
2
車
線
に
舵

を
切
る
前
年
6
月
、
前
理
事

兼
地
方
創
生
監
が「
今
ま
で

暫
定
2
車
線
だ
っ
た
方
針
が

な
ぜ
変
わ
っ
た
の
か
」と
県

に
主
張
さ
れ
た
。

　
変
更
に
あ
た
り
山
県
市
内

部
で
は
ど
の
よ
う
な
検
討
を

し
た
の
か
。

 

A 

県
と
市
職
員
が
話
し
合

い
、
ど
の
よ
う
な
調
整
を
さ

れ
た
か
は
、
思
い
つ
く
こ
と

は
な
い
。
ど
の
よ
う
な
調
整

を
ど
の
よ
う
な
形
で
行
っ
た

の
か
具
体
的
に
は
記
憶
に
な

い
。
実
際
に
調
整
さ
れ
て
き

た
の
か
も
し
れ
な
い
が
記
憶

に
な
い
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
し
っ

か
り
と
内
容
を
把
握
し
、
議

論
し
た
い
。

  

Q-

❷ 

地
場
産
業
の
発
展
と
観

光
事
業
を
考
え
て
将
来
の
バ

イ
パ
ス
4
車
線
の
可
能
性
を

残
せ
な
い
か
。

 

A 

前
回
の
第
3
回
定
例
会
で

も
答
弁
し
た
が
、
県
の
方
針

と
し
て
、
国
道
2
5
6
号
バ

イ
パ
ス
整
備
事
業
を
完
成
2

車
線
と
決
定
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
も
、
県

と
調
整
し
て
き
て
お
り
、
県

の
方
針
に
基
づ
き
完
成
2
車

線
整
備
で
早
期
完
成
す
る
こ

と
が
山
県
市
の
活
性
化
に
大

き
く
寄
与
す
る
と
考
え
る
。　

 A   ハーバス伊自良線・大学病院線の運行見直し
 Q-❶  来年 6 月の公共交通網の再編は

 A   バイパスは、早期完成が第一である
 Q-❷  高富バイパスの「都市計画変更」について

福井�一德 議員

第7回　議会報告並びに
　 　　　意見交換会（10月17日）

　 　　3会場同時開催

【総参加者数　53人】
　　富岡公民館	 24人
　　伊自良中央公民館	 14人
　　美山中央公民館	 15人

　令和2年10月17日、富岡公民館、伊自良中央公民館、美山中央公民館において「議会報告並
びに意見交換会」を同時開催し、市民から多くのご意見をいただきました。富岡公民館では、参
加された市民が2グループに分かれ、2つのテーマ（山県IC周辺のまちづくり、安心して暮らせる
まちづくり）について意見交換を行いました。各会場でいただいた主なご意見を紹介します。なお、
随時ご意見に対する議会としての考え方を議会だよりを通じてお伝えしてまいります。

・�山県ICから北の国道256号バイパスが進んでいないので早く通行でき
るようにしてほしい。
・�富岡橋付近とバスターミナル前のT字路線の朝夕の渋滞がひどい。
　一度立ち会い、現状把握してほしい。
　→11月9日に市担当者、自治会長と立ち会い、状況を確認。
　　国道256号バイパスの早期着工・早期完成を望む。
・�他のインターは、降りた所に大きな観光案内の看板があるが、山県
ICを降りた所にはなく、PR不足ではないか。また、麒麟がくるに関
係するのぼりはよくみるが、案内看板が少なく分かりにくい。

山県 IC周辺のまちづくり

▲富岡公民館

・�今までは子育てや育児、医療の充実を図ると言っていたが、
人口が減っている中、サービスの低下や高齢者増による福祉
の充実や足の確保が問題となっていると考える。人口減少へ
の歯止め、行政サービスの向上と安定した福祉、医療機関ま
での足の確保をお願いしたい。

・�岐北厚生病院は駐車場から受付までが遠い。障がい者用駐車
場がないため、市からも働きかけをお願いしたい。

・�「高富小学校」「富岡小学校」の学童保育は小学校4年生まで
となっているが、他の小学校は6年生までとなっており不平
等であると感じている。議会からの働きかけをお願いしたい。

・�子どもの見守り活動の中で、特に小学校高学年の挨拶ができていない。豊かな心を育てるためにも教育に
ついて学校・家庭で考えることが必要ではないか。

安心して暮らせるまちづくり

▲富岡公民館

市
長
に
要
望
書
を
提
出（
10
月
26
日
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
関
連
し
た
人
権
侵
害
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
偏
見
や
差
別
的
な
言
動
に
同
調
せ
ず
、
確
か
な
情
報
に
基
づ
い
て

人
権
に
配
慮
し
た
適
切
な
行
動
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
市
民
の
方
へ
も
今
以

上
の
周
知
徹
底
が
必
要
と
な
る
。
要
望
内
容
の
取
組
に
つ
い
て
早
急
に
検
討
・

実
施
さ
れ
る
よ
う
、
議
長
か
ら
市
長
に
要
望
書
を
提
出
し
た
。

新型コロナウイルス感染症対策特別委員会

○�

感
染
者
や
そ
の
濃
厚
接
触
者
、
医

療
関
係
者
及
び
そ
れ
ら
の
家
族
な

ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
、人
権

擁
護
の
徹
底
を
図
り
、差
別
的
な
扱

い
や
誹
謗
中
傷
を
絶
対
に
許
さ
な

い
社
会
の
実
現
を
目
指
す
取
組
。

○�

根
拠
の
な
い
噂
話
や
デ
マ
に
惑
わ
さ

れ
た
り
、
差
別
や
偏
見
に
つ
な
が
る

よ
う
な
拡
散
は
行
わ
な
い
よ
う
啓

発
と
周
知
徹
底
を
図
る
取
組
。

○�

医
療
関
係
者
は
も
と
よ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
に
携
わ
る
関
係
者
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に

日
夜
、
感
染
リ
ス
ク
と
隣
り
合
わ

せ
や
最
前
線
で
働
い
て
い
る
方
々
に

尊
敬
の
念
を
も
っ
て
感
謝
す
る
気

持
ち
の
醸
成
を
図
る
取
組
。

要
望
内
容

令
和
2
年
第
4
回
定
例
会
で

「
山
県
市
感
染
症
の
患
者
等
の
人
権
の
擁
護
に
関
す
る
条
例
」

�

を
全
会
一
致
で
可
決

▲�ストップ「コロナハラスメン
ト」宣言ポスター
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▲伊自良中央公民館▶

・�公共施設等総合管理計画は平成29年～令和8年（10年間）の
計画であるが、進捗状況が公表されていない。現在の進捗
状況や経過報告を住民へ説明してほしい。

公共施設

・�美山は水栓バルブ発祥の地と言われている。関市の刃物会館のような歴史がわかる施設を作ってはどうか。
・�市議会議員選挙と市長選挙の同時開催によって、有権者の関心も高まるのでは。
・�馬坂トンネルを山県高校側に抜けた所で、最近川の掃除がされてないせいか蛍が減少している。
・�市役所東側の道路を南に向かって走る際、市役所に入るときに便利が悪い。

そ の 他

・�高齢になり病院・スーパー・老人ホームへ寄るとき
にハーバスを利用している。こまめに回ってほしい。
・�美山葛原地域も昼間のバスの定時運行をしてほし
い。

・�デマンド型バスの運行方法をよく考えていく必要が
ある。

公共交通 水　　道
・�神社等の水道はほとんど使用しないが、基本料金が
かかるようになった。料金設定等について議会でも
よく話し合ってほしい。
・�下水道接続率が低く、地域によって維持費用の差が
あると感じられる。

議会活動
・�議会報告会の参加者が少ない。
・�議員が自治会にどう関わっているのか。
・�重要な計画等を議決事項として加えているが、議会
だよりには協議内容の掲載がない。住民の声をきく
のが議会だと考える。

・�政務活動費は月2万円ではなく3～ 5万円に増額、
また歳費の増額を検討すべきではないか。

▲美山中央公民館

・災害の避難所を知らない人が多いのではないか。もっと周知徹底をしてほしい。
【行政】避難所については本市のホームページでお知らせしています。なお、災害時は同報無線等により、市

が開設する避難所をお知らせしますので、近くの避難所へ避難してください。また、次年度も出水期
前には、広報紙で再度、避難所を周知するよう検討中です。

・自治会の加入率が低下し、災害時、地域住民全員の避難状況が把握できない。転入手続きの際など、市
の窓口で自治会加入について説明をしてもらえないか。

【行政】地区によっては世帯数は増えているものの自治会加入率は低下しているところもあり、加入率の動向
は、転入者の加入率と密接な関係があると考えています。現在、転入手続きの際に自治会加入へのチ
ラシを同封していますが、今後、市職員により自治会加入への口頭説明も加えていきます。

【議会報告並びに意見交換会以後に行政に確認した回答】

・犬や猫などの動物の火葬が市外の火葬場では高額であるため、岐北斎苑でもできるようにならないか。
【行政】岐北斎苑の火葬炉は人用であるため、動物の対応はしていません。ペットの飼育は最後まで全て飼い

主の責任でおこなっていただくもので、本市の現状においては、特別の措置は検討していません。

・今年は稲作におけるトビイロウンカの被害がひどい。県としては赤尾のコシヒカリの定点観測のみであ
り、被害の注意報発令も遅れた。市として県の補完をした形で早めの注意報の発令ができないか。

【行政】市では岐阜県病害虫防除所が発信する通知以外では情報を得ることができません。本市のホームペー
ジでは、岐阜県病害虫防除所が発表した注意報等の情報について県のホームページとリンクし、随時
情報を共有しています。

・美山橋の南側の覆道構造は、上が見えないので何か落下してくる恐れがある。
【行政】今年度「徳永ロックシェッド（洞門）」の庇より垂れ下がっている雑木を除去しました。今後も日常の道

路パトロールで落下の恐れを確認した際は、速やかに除去していきます。（岐阜土木事務所より回答）

・ひきこもり児童への早い段階での支援の提供につながるよう 5 歳児健診の実施が必要であると考える。
広報紙に子育て支援コーナーを設けるなど、気軽に相談できる場所があることも広く市民に知らせてほ
しい。

【行政】本市では、定期的に保健師が保育園や幼稚園を訪問し、個別相談により情報収集するなどして、医療
機関や療育機関へ適切につなげるようにしており、現状を踏まえた早期発見と支援サービスの提供に
努めています。また、市ホームページ「やまなび」や LINE「山県市子育て支援げんき」にて子育て支援
に関する情報を配信しています。今後は、市広報掲載についても所管課と協議検討してまいります。

・山県市総合体育館の利用料金は市内・市外関係なく同じ料金である。他市では別々の料金の設定がされ
ているところもあるが、山県市においてもその設定をしてはどうか。

【行政】近隣市町で社会体育施設の利用料金を市内・市外で別々に設定しているのは各務原市のみです。市外
の方が山県市所有施設を利用していただければ、今まで気づかなかった山県市の良さを知っていただ
く良い機会になるとともに、市内への流入人口が増加し、経済的にも市の活性化に繋がると考えます。
こうしたことから、市内利用者・市外利用者別の料金設定をする予定はありません。

・（旧美山）北中学校の裏の倉庫に誰かが入り込むと荒らされる恐れがある。
【行政】旧北中学校は、現在、谷合郷土研修室で、歴史、芸術、民俗、産業等に関する資料の収集、整理及び

保存を行う施設ですが、使用できない状態となっています。この施設の裏にある音楽室等も使用され
ておらず、併せて防犯・安全確保に努め、定期的に確認しています。

参加者のアンケート結果

参加回数 参加者
年齢

初めて
50％
初めて
50％

2回目
26％

3回目
13％

4回目
0％

5回目以上
11％

50歳代
4％

60歳代
44％

70歳以上
52％

議員との
意見交換

良くなかった
3％

あまり良く
なかった
18％

まあ良かった
61%

良かった
18%

昨年度より参加していただいた人も増え、さまざまなご意見をいただきました。いただいた貴重
なご意見は市政に反映できるよう、努めてまいります。� （議会運営委員会　委員長　𠮷田　茂広）
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が
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議会活動日誌

10月
16 日（月） 戦没者追悼式
17 日（火） 新型コロナウイルス

感染症対策特別委員
会

18 日（水） 岐阜バス高富営業所
新築工事起工式

24 日（火） 議会運営委員会
25 日（水） 全員協議会
30 日（月） 第4回定例会本会議

（開会）

11月
3 日（木） 議会運営委員会
8 日（火） 本会議（質疑）

議会報編集委員会
9 日（水） 議会改革特別委員会

（議会基本条例分科会）
（ICT 分科会）

10 日（木） 総務産業建設委員会
11 日（金） 厚生文教委員会
14 日（月） 本会議（一般質問）
15 日（火） 新型コロナウイルス感

染症対策特別委員会
18 日（金） 議会運営委員会

本会議（委員長報告・
質疑・討論・採決・閉会）
議員協議会

12月

◆
編
集
後
記

【
委
員
長
】 

古
川　
雅
一

【
副
委
員
長
】 

加
藤　
義
信
【
委　
員
】  

加
藤　
裕
章

 

奥
田　
真
也

 

田
中　
辰
典

編
集
委
員

●3月26日（金）12時～CCN12
●3月28日（日）17時～CCN12（サブチャンネル）

ホームページ

◀市ホームページ
　（山県市議会）に
　アクセスできます。

山県市議会 検索
http://www.city.yamagata.gifu.jp/site/gikai

テレビ放映のお知らせ

令和 3年第 1回（3月）定例会　本会議の「提案説明」
と「一般質問」をチャンネル長良川で放送します。

2 日（金） 議会報編集委員会
6 日（火） 新型コロナウイルス感

染症対策特別委員会
8 日（木） 東海環状自動車道西回

りルート建設促進大会
12 日（月） 議員協議会
16 日（金） 議会改革特別委員会

視察研修（瑞穂市）
17 日（土） 議会報告並びに意見

交換会
19 日（月） 岐阜地域児童発達支

援センター組合議会
定例会
議会報編集委員会

令和 3年第 1回（3月）
議会定例会予定

2月26日（金） 本会議（提案説明）

3月 8日（月） 本会議（質疑）

3月10日（水） 総務産業建設委員会

3月11日（木） 厚生文教委員会

3月15日（月） 本会議（一般質問）

3月16日（火） 本会議（一般質問）

3月19日（金） 本会議（委員長報告・
討論・採決）

※会議は、原則午前10時より開会します。
※傍聴を希望する場合は、傍聴受付にて傍聴券を
お受取いただき、ご入場ください。

※日程を変更することもありますので、事前に議
会事務局（22-6840）までお問い合わせください。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
っ

て
い
ま
し
た
が
、
本
年
こ
そ
は
収
束
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。「
山
県
市
感
染
症
の
患
者
等
の
人
権
の
擁
護
に

関
す
る
条
例
」が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
な
い
、
皆
が
助
け
合
い
、
笑
顔
で
い
ら
れ

る
社
会
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
10
月
17
日
に「
議
会
報
告
並
び
に
意
見
交
換
会
」が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
よ
り
い
た
だ
き
ま

し
た
、
ご
意
見
を
し
っ
か
り
と
市
政
に
反
映
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
今
後
も
ご
意
見
や
ご
感
想
、
ご
要
望
な
ど
を
お
気
軽

に
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

（
文
責
　
奥
田
　
真
也
）

▲議会改革特別委員会視察研修 ▲戦没者追悼式
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